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・
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
役
員
の
若
手
へ
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
図
っ
て
き
た
。 

・「
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
暴
行
事
件
」
の
駅
頭
ビ
ラ
配

布
を
先
頭
で
取
り
組
み
、
Ｏ
Ｂ
会
の
背
中
を
見
せ 

る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
地
本
・
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
情
報
発
行

で
、
身
近
な
Ｏ
Ｂ
会
組
織
を
目

指
し
て
き
た
。 

・
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の

交
流
を
創
り
出
し
た
。 

・
エ
ル
ダ
ー
会
員
か
ら
「
本
人
希
望
を
受
け
入
れ
な
い

会
社
姿
勢
」
に
対
し
怒
り
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

・
会
社
の
組
織
再
編
と
組
織
現
実
を
踏
ま
え
、
支
部
Ｏ

Ｂ
会
か
ら
エ
リ
ア
・
地
区
Ｏ
Ｂ
会
に
再
編
し
た
。 

等
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

４
月
の
定
期
総
会
で
の
確
認
に
基
づ
き
、
今
年
度

か
ら
、
全
会
員
へ
の
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」「
緑
の
風
」

発
送
は
、
年
６
回
か
ら
２
回
に
な
り
ま
し
た
。
各
地

本
・
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
情
報
発
送
時
に
同
封
、
会
費
納
入

の
お
願
い
で
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
の
手
渡
し
な
ど
工
夫

し
て
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
絆
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
め
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
員
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
財
政
的
に
も
厳

し
い
な
か
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
現
役
を
支
え

る
取
り
組
み
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
、
今
後
の
Ｏ
Ｂ

会
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

幹
事
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
居
酒

屋
」
開
催
か
ら
、
東
京
地
本
の
役
職
員
の
皆
さ
ん
の
準

備
と
協
力
で
、
引
き
続
き
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
会
・
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に
地
元

の
お
酒
を
持
参
し
て
も
ら
い
、
懇
親
会
は
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
各
地
本
の
幹
事
か
ら
は
、
場
所
が
本
部

よ
り
新
幹
線
乗
車
ま
で
の
便
が
良
く
懇
親
の
時
間
が

確
保
で
き
る
。
準
備
と
後
片
付
け
が
少
し
大
変
だ
が
、

Ｏ
Ｂ
会
の
財
政
を
考
え
る
と
、
事
務
所
で
の
開
催
を

望
む
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回

を
参
考
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
ま
す
。 

         

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は

10

月

10

日
、
２
０
２
５

年
度
第
１
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
中
央
本
部
会
議
室
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
初
め
て
、
東
京
地
本
会
議
室(

上
野
駅
新
幹
線
高
架

下)

を
お
借
り
し
開
催
し
ま
し
た
。 

  

盛
岡
・
千
葉
・
長
野
・
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
総
会

に
は
、
県
退
職
者
連
合
の
代
表
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
総
会
で
地
本
代
表
か
ら
、
パ
ワ
ハ
ラ

が
横
行
す
る
職
場
の
状
況
、
安
全
軽
視
の
経
営
姿
勢

な
ど
の
問
題
点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は

「
こ
の
会
社
大
丈
夫
か
！
こ
ん
な
会
社
に
す
る
た

め
に
国
鉄
改
革
・
Ｊ
Ｒ
改
革
に
汗
し
た
わ
け
で
な

い
」「
安
全
は
大
丈
夫
か
」「
こ
れ
で
は
地
域
で
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
Ｏ
Ｂ
と
言
え
な
い
」
な
ど
、
怒
り
と
不
安

の
声
が
聞
か
れ
、
現
役
を
支
え
共
に
闘
う
決
意
が
述

べ
ら
れ
る
時
期
で
の
開
催
で
し
た
。 

幹
事
会
の
冒
頭
、
奥
山
会
長
は
参
議
院
選
挙
の
結

果
と
お
礼
、
自
民
党
新
総
裁
に
高
市
氏
が
選
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
へ
の
危
機
が
高
ま
る
な
か
、

Ｏ
Ｂ
会
は
「
健
康
第
一
」
で
平
和
・
人
権
・
民
主
主

義
を
守
る
た
た
か
い
を
地
域
で
活
動
す
る
仲
間
と

連
帯
し
、
現
役
と
と
も
に
創
り
出
そ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
を
解
散
し
た
新
潟
地
本
、

約
１
５
０
名
が
本
部
Ｏ
Ｂ
会
員
と
し
て
継
続
す
る

こ
と
、
今
後
も
地
域
で
の
９
条
連
活
動
、
脱
原
発
・

再
稼
働
反
対
の
た
た
か
い
を
創
り
出
す
決
意
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

特
徴
的
な
各
地
本
か
ら
の
報
告 

・
Ｏ
Ｂ
会
情
報
を
持
っ
て
、
会
員
宅 

回
り
と
会
費
納
入
の
お
願
い
、
会 

員
に
激
励
さ
れ
た
。 

・
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
た
め
、
線
区 

ご
と
の
「
守
る
会
」
を
Ｏ
Ｂ
会
が
中
心
に
自
治
体

と
と
も
に
結
成
し
た
。 

・
会
員
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
、
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
魅
力
あ
る
Ｏ
Ｂ
会
活
動
と
そ
の
発
信
。 

・
総
会
に
参
加
で
き
な
い
会
員
の
方
か
ら
の
声
を
も

と
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
を
作
成
し
た
。 

 

 

10
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
２
０
２

５
年
度 

拡
大
幹
事
会
を
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
で
、
Ｊ

Ｒ
総
連
山
口
執
行
委
員
長
、
佐
藤
Ｏ
Ｂ
担
当(

執
行

副
委
員
長)

、
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
担
当
者
に
出
席
い
た

だ
き
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
４
月
の
幹
事

会
で
加
盟
承
認
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
労
組
Ｏ

Ｂ
会
（
現
在
、
２
０
０
名
を
超
え
る
会
員
に
拡
大
）

の
仲
間
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

拡
大
幹
事
会
は
、
伊
藤
副
会
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
奧
山
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
山
口
委
員
長
の
Ｊ

Ｒ
総
連
と
し
て
の
今
日
的
課
題
の
問
題
提
起
を
受

け
、
地
域
で
活
動
を
進
め
る
上
で
の
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ

連
絡
会
と
し
て
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
槻
木
北
陸
９
条
連
事
務
局
長(

Ｊ
Ｒ
西

労
金
沢
分
会
執
行
委
員)

か
ら
、
北
陸
９
条
連
結
成

ま
で
の
苦
労
や
諸
教
訓
の
報
告
を
受
け
、
９
条
連
ニ

ュ
ー
ス
拡
大
の
取
り
組
み
を
地
域
で
強
化
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
取
り
組
み
を
出
し
合
い
、
会
員

の
減
少
が
進
む
な
か
で
も
、
会
員
拡
大
、
会
員
相
互

の
親
睦
強
化
の
た
た
か
い
を
学
び
、
地
域
で
の
活
動

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
ま
し
た
。 

参
加
者
で
会
場
づ
く
り
を
し
て
、
懇
親
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
国
鉄
改
革
や
こ
の
間
の
苦
労
話
、

健
康
に
留
意
し
来
年
も
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。 

        Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会 

25

年
度 

拡
大
幹
事
会
開
催
！ 

  

 

 

 

  
 

  

全
地
本
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
終
了
！ 
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光
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憲
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武
川 

隆
二 

Ｊ
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海
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土
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憲
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Ｊ
Ｒ
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労 

幹 
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伊
藤 

明
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Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
労
組 

Ｏ
Ｂ
担
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佐
藤 

英
樹 

執
行
副
委
員
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４
月
以
降
、
各
地
方
本
部
は
支
部
の
協

力
を
得
な
が
ら
25
年
度
の
会
費
納
入=

Ｏ

Ｂ
会
継
続
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、
新
規
会
員
が
望

め
な
い
な
か
で
も
現
役
と
協
力
し
な
が
ら

加
入
、
取
り
こ
ぼ
し
の
な
い
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
減
少
幅
は
最
少
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
賛
助
団
体
で
あ
る

「(

株)

鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
、
が
ん
保

険
や
自
動
車
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

で
、
今
年
度
の
会
費
納
入
を
失
念
し
た
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
本
部
Ｏ
Ｂ
会
に
問

い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
尚
、
新
潟
・
高
崎

地
本
の
Ｏ
Ｂ
会
員
に
つ
い
て
は
、
本
部
Ｏ

Ｂ
会
に
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

                                               

 

 

 
 

     

  

         

 

  

 

    

   

 
 

 

     

     

      

 
 

 

朝
晩
が
だ
い
ぶ
寒
く
な
り
、
冬
の
便
り
も

聞
こ
え
て
く
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
ク
マ
の
活
動
が
活
発
で
、
散
歩
も

で
き
な
く
、
い
つ
冬
眠
し
て
く
れ
る
の
か
と

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
会
員
の
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
と
の
共
生
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

地
本
・
支
部
・
地
区
Ｏ
Ｂ
会
も
順
次
総
会

が
終
わ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
各
地
で
様
々
な
レ
ク
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
把
握
し
て
い
る
機
関
は

記
載
の
通
り
で
す
。
「
横
浜
地
本
・
小
田
原

支
部
Ｏ
Ｂ
会
、
仙
台
地
本
・
米
沢
・
山
形
・

新
庄
Ｏ
Ｂ
会
、
八
王
子
地
本
・
甲
府
地
区
Ｏ

Ｂ
会
、
秋
田
地
本
・
横
手
支
部
Ｏ
Ｂ
会
、
盛

岡
地
本
・
青
森
支
部
Ｏ
Ｂ
会
」
で
、
詳
細
は

次
号
で
の
掲
載
を
検
討
し
ま
す
。 

◆
11
月
５
日
、
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が

那
須
塩
原 

幸
の
湯
温
泉
で
「
親
睦
を
深
め

る
癒
し
の
旅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

肌
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
晴
天
に
恵
ま

れ
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
懇
親
・
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。 

                                 

     

11
月
７
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
関
す
る
報
道
発
表
資
料
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
10
月
27
日
か
ら
11
月
２
日
ま

で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
指
定
医
療
機
関
の

報
告
数
は
前
の
週
か
ら
2.3
倍
以
上
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
降
も
、
連
続
し
て
前
週

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

最
も
注
意
を
要
す
る
の
は
乳
幼
児
と
高
齢

者
で
す
。
空
気
の
乾
燥
や
気
温
の
変
化
で
体

調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
自
分
の
体
調

管
理
と
、
か
わ
い
い
孫
に
も
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

          

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
よ
う
！ 

① 

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
、
人
の
多
い

所
へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者

や
慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
、
疲
れ
気
味
、

睡
眠
不
足
の
方
は
、
特
に
注
意
が
必
要
。 

② 

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
や
う
が
い
、

一
般
的
な
感
染
症
予
防
の
た
め
に
も
、
お

す
す
め
で
す
。 

③ 

室
内
で
は
、
適
度
な
湿
度(

50
～

60

%)

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

④ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
、
十

分
な
睡
眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

そ
れ
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
安
静
に
し
て
、
十
分
な

休
養
や
水
分
を
と
り
、
我
慢
せ
ず
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(那須塩原：幸の湯温泉) 

 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
23

年
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
第
５

類
と
な
り
、
規
制
な
ど
が
大
き
く
変
更
さ

れ
ま
し
た
。 

 

感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
増
加
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

も
う
一
度
コ
ロ
ナ
の
病
状
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
ま
す
。 

 

頭
痛
、
の
ど
の
痛
み
、
食
欲
不
振
、
嗅

覚
障
害
、
疲
労
、
胸
部
不
快
感
、
胃
腸
炎
、

重
度
の
下
痢
な
ど
風
邪
に
似
た
病
状
が

特
徴
で
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
、
コ
ロ
ナ
を
疑

う
病
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
過
信
は
禁
物
で
す
。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
中
央
支
部
Ｏ
Ｂ

会
は
秋
晴
れ
の
な

か
、
平
山
リ
ゾ
ー
ト

公
園
で
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
幸
い

ク
マ
と
の
遭
遇
も

な
く
、
懇
親
会
も
カ

ラ
オ
ケ
等
で
盛
り

上
が
り
、
仲
間
と
の

楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.276 人 

Ｊ
Ｒ
東
労
組 

バ
ス
東
北 

Ｏ
Ｂ
連
絡
会  

第
９
回
定
期
総
会 

日 

時 
 

12

月

13

日 

14:

30

～ 

場 

所 
 

仙
台
地
本
会
議
室 

    
 

た
！ 

 

クマにも 

注意‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真
っ
盛
り
‼ 

 

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
！ 

10
月
31
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
浦
和 

コ

ル
ソ
ホ
ー
ル
で
「
え
ん
罪
！
Ｊ
Ｒ
浦
和
電

車
区
事
件
を
風
化
さ
せ
ず 

当
た
り
前
の

労
働
運
動
を
推
し
進
め
る

10

.

31
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
２
年
11
月
１
日
か
ら
始
ま
っ

た
労
働
組
合
活
動
を
犯
罪
に
し
た
国
策
弾

圧
に
抗
す
る
た
た
か
い
は
、
私
た
ち
に
権

力
犯
罪
と
企
業
の
本
質
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
教
訓
は
、「
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
暴

力
事
件
」
に
象
徴
さ
れ
る
会
社
の
不
正
を

た
だ
し
、
健
全
な
会
社
を
実
現
す
る
た
た

か
い
な
ど
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
は
、
現
役
の
た
た
か
い
を
支
え

る
取
り
組
み
を
通
じ
、
会
員
相
互
の
絆
を

強
化
し
ま
し
ょ
う
。                    

    

 

      

10.7  
秋田 中央支部ＯＢ会Ｇゴルフ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
晴
天
に
恵
ま
れ
た

10
月
28
日
、
横
浜
地
本

Ｏ
Ｂ
会
は
「
川
崎
競
馬

場 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
広
場
」
で
、

本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
八
王
子
・

大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
代

表
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
53
名
の
参
加
で
盛

大
に
秋
レ
ク
を
開
催
し

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

返
信
用
の
出
欠
ハ
ガ

キ
に
書
か
れ
た
会
員
の

皆
さ
ん
の
「
近
況
報
告
」

を
ま
と
め
、
後
日
会
員

に
送
付
し
ま
し
た
。 

                   

本部 新保政治・共闘部長のコーディネートで美世志会のリレートーク 

◆
11
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
御

徒
町
駅
集
合
で
東
京
地

本
Ｏ
Ｂ
会
は
秋
レ
ク 

「
戦
跡
・
下
町
散
策
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

被
災
電
柱
や
台
東
区

平
和
宣
言
碑
な
ど
の
戦

跡
を
巡
っ
た
後
は
東
京

地
本
事
務
所
に
戻
り
、

地
本
役
員
、
近
隣
地
本

Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
に
も
参

加
い
た
だ
き
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。                      

          

 

       

 


